
 

オンライン授業を開始するにあたって 

 

外国語教育学研究科 学生の皆さんへ 

 

Grant me 

the serenity to accept the things we cannot change, 

Courage to change the things we can, and 

Wisdom to know the difference. 

 

COVID-19 の感染拡大防止のため、4 月 20 日より当面の間、対面式授業が実施できないこ

とが決まりました。その代わりとして、オンライン授業が展開されてようとしています。私

たち教員は、対面式授業の重要性を十分に認識していますが、今回だけは、現在の人智では

変えがたい外的要因のため、オンラインに切り替えざるを得ません。 

 

私たちは、変えられるものは勇気を持って変えていきます。しかし、変えられないものは受

け入れていく心の静けさも持たねばなりません。そして、その両者を見分ける叡智は、何よ

りも大切となるでしょう。  

 

オンライン上の学びでも同じことです。そこで皆さんには、次のことに留意して学習に臨ん

で欲しいと思います。 

 

（1） 多くの先生がたも、学生の皆さんも慣れていません 

様々なトラブルが起こるでしょう。みんな素人という気持ちで、段取りの悪さやト

ラブルがあっても、お互いに許容し、改善のために建設的な意見を交わしていきま

しょう。 

 

（2） 学生の皆さんの「心の静けさ」も重要です 

変えられないものを受け入れ、制約の中で学んで行く「心の静けさ」も必要です。

無いものを求めず、あるものを最大限に利用して学んで行きましょう。先生がたも、

様々に工夫して授業を提供されますが、学生の皆さんも一緒に学びの工夫を試みて

ください。学びには、自らの段取りの良さも必要であるということに、どうか気づ

いてください。 

 

（3） 爆発するまえに、気持ちを伝えてください 

辛くなったり、不満がたまったりした時は、遠慮せずに様々な窓口を利用して相談



してください。閉塞感が漂う毎日には、思ったよりストレスがあります。無理は禁

物です。爆発する前に相談してください。きっと道は拓けます。 

 

どうしても変えられない制約は、これを静かに受け入れましょう。変えられるものは勇気を

もって果敢に変えていきましょう。そして迷ったら、自分はどちらを扱っているのかを、よ

く考えて見極めてみましょう。以上、オンライン授業の開始を目前にして、皆さんと共有し

たいことを述べました。 

 

さあ、充実した春学期を作っていきましょう！ 

 

 

 

 

 


